
　
12
月
25
日

同
行
者
が
サ

ン
タ
帽
を
か

ぶ
り
ガ
ン
ジ

ス
川
に
放
尿
、
現
地
の
人
に
謝

罪
し
て
い
る
状
況
を
日
本
人

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
が
流
し
て
い

た
と
い
う
。
昨
年
末
世
界
中
で

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
▼
従
来
、
自
分
の
考
え
は

言
語・音
楽・絵・動
作
で
表
現
、

推
敲
し
保
存
や
公
表
を
し
た
。

今
は
情
報
技
術
の
進
歩
で
、

ウ
ェ
ブ
に
そ
の
ま
ま
挙
げ
、
気

が
変
わ
れ
ば
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で

消
去
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を
並
べ
る

と
、
Ａ
Ｉ
が
（
デ
ー
タ
を
継
ぎ

接
ぎ
）
作
成
す
る
。
別
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
即
座
に
別
物
を
提
示

す
る
。
た
だ
写
し
た
だ
け
、
作

ら
せ
た
だ
け
の
も
の
を
ウ
ェ
ブ

に
挙
げ
れ
ば
、
他
者
の
目
に
触

れ
た
だ
け
、
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ

け
で
収
入
が
発
生
、
売
買
さ
れ

る
。
労
働
よ
り
気
楽
に
即
座
に

収
入
が
得
ら
れ
る
▼
現
実
社
会

は
仮
想
空
間
と
は
違
い
、
税
で

維
持
さ
れ
て
い
る
。
税
は
徴
税

関
係
者
の
労
働
で
徴
収
さ
れ

る
。
医
療
機
関
の
窓
口
会
計
も

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
し
て
き

た
。
決
済
手
数
料
は
1
〜
数
％

（
日
医
会
員
向
け
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
手
数
料
は
1
・
45
％
）。

し
か
し
診
療
報
酬
は
1
点
（
10

円
）
の
増
減
で
国
と
厳
し
く
交

渉
し
て
い
る
▼
財
務
省
は
歳
出

削
減
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

経
済
活
動
の
活
発
な
ウ
ェ
ブ
上

の
取
引
か
ら
の
徴
税
を
工
夫
し

歳
入
増
を
図
れ
ば
よ
い
。
ウ
ェ

ブ
決
済
を
行
う
に
は
必
ず
通
過

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
し
、
そ
こ

か
ら
徴
税
す
る
シ
ス
テ
ム
が
で

き
な
い
か
？　
中
国
で
は
ウ
ェ

ブ
も
含
め
全
て
の
情
報
を
管
理

し
て
い
る
が
。 

（
恭
仁
）

　
2
0
2
6
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
財
務
・
厚
労
大
臣
折
衝
が
25
年
12
月
24
日
に

行
わ
れ
、
2
月
に
中
医
協
の
答
申
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
協
会
は
地
区
医
師
会
と
の
懇
談

会
や
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、
26
年
度
改
定
に
向
け
て
厚
労
省

と
懇
談
や
要
請
を
実
施
し
て
き
た
。
大
臣
折
衝
を
受
け
、
理
事
長
談
話
を
発
表
し
た
。

　
会
員
各
位
と
と
も
に
撤
回

を
求
め
て
き
た
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
保
険
適
用
除
外
を
め
ぐ

る
状
況
が
重
大
な
局
面
に
あ

る
。

　
26
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

改
定
率
を
示
し
た
『
大
臣
折

衝
事
項
』
に
は
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医

薬
品
の
対
応
す
る
症
状
に
適

応
が
あ
る
処
方
箋
医
薬
品
以

外
の
医
療
用
医
薬
品
の
う

ち
、
他
の
被
保
険
者
の
保
険

料
負
担
に
よ
り
給
付
す
る
必

要
性
が
低
い
と
考
え
ら
れ
る

と
き
」
は
別
途
の
保
険
外
負

担
（
特
別
の
料
金
）
を
求
め

る
新
た
な
仕
組
み
を
創
設

し
、「
2
0
2
7
年
3
月
」に

実
施
す
る
と
述
べ
、
対
象
薬

剤
は
「
77
成
分
（
約
1
1
0

0
品
目
）」（
下
欄
）
で
、
薬

剤
費
の
4
分
の
1
に
特
別
の

料
金
を
設
定
す
る
と
の
方
針

が
書
き
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に

27
年
度
以
降
に
「
将
来
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
対
応
す
る
症

状
の
適
応
が
あ
る
医
療
用
医

薬
品
の
相
当
部
分
に
ま
で
対

象
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
を

目
指
す
」
と
し
、「
特
別
の

料
金
の
対
象
と
な
る
薬
剤
費

の
割
合
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
も
検
討
」
と
し
て
い
る
。

　
薬
剤
費
の
追
加
負
担
分
の

「
4
分
の
1
」
は
保
険
給
付

か
ら
の
除
外
、
つ
ま
り
「
自

由
診
療
」
部
分
と
な
る
（
消

費
税
10
％
も
上
乗
せ
）。
何

も
し
な
け
れ
ば
「
混
合
診

療
」
に
当
た
る
た
め
、
国
は

「
保
険
外
併
用
療
養
費
制
度
」

へ
の
新
類
型
創
設
を
検
討
し

て
い
る
模
様
で
あ
る
。
こ
の

新
た
な
保
険
外
併
用
療
養
費

の
類
型
が
「
他
の
被
保
険
者

O
T
C
類
似
薬
保
険
適
用
除
外
は

療
養
の
給
付“
空
洞
化
”の
端
緒
に

過
去
最
悪
の
医
療
保
険
制
度
改
革
の
危
険
性

の
保
険
料
負
担
に
よ
り
給
付

す
る
必
要
性
が
低
い
と
考
え

ら
れ
る
と
き
」
を
対
象
と
す

る
も
の
に
な
れ
ば
、
今
後
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
に
と
ど
ま
ら

ず
「
あ
ら
ゆ
る
療
養
の
給

付
」
が
恣
意
的
に
対
象
に
加

え
ら
れ
る
危
険
性
が
あ
り

「
療
養
の
給
付
の〝
空
洞
化
〞」

を
志
向
す
る
過
去
最
悪
の
制

度
改
定
と
な
る
の
は
必
至
で

あ
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
1
月
23
日

か
ら
開
会
す
る
通
常
国
会
に

「
医
療
保
険
制
度
改
革
法
案
」

の
提
出
を
予
定
し
て
い
る
。

早
い
段
階
か
ら
反
対
の
声
を

広
げ
る
必
要
が
あ
る
。

30年ぶり３％台の引き上げを評価するも
「適正化・効率化」による診療所狙い撃ちを懸念する

　
25
年
12
月
24
日
、
上
野
厚
生

労
働
大
臣
と
片
山
財
務
大
臣
が

折
衝
し
、
26
年
度
診
療
報
酬
改

定
率
に
つ
い
て
本
体
プ
ラ
ス

3
・
09
％
の
引
き
上
げ
で
合
意

し
た
。
26
年
度
に
2
・
41
％
、

27
年
度
に
3
・
77
％
を
段
階
的

に
措
置
す
る
。
内
訳
は
①
賃
上

げ
分
プ
ラ
ス
1
・
70
％
②
物
価

対
応
分
プ
ラ
ス
0
・
76
％
③
食

費
・
光
熱
水
費
分
プ
ラ
ス
0
・

09
％
④
経
営
環
境
悪
化
を
踏
ま

え
た
緊
急
対
応
分
プ
ラ
ス
0
・

44
％
⑤
適
正
化
・
効
率
化
分
マ

イ
ナ
ス
0
・
15
％
⑥
そ
の
他
プ

ラ
ス
0
・
25
％
で
あ
る
。

　
な
お
、
実
際
の
経
済
・
物
価

の
動
向
が
大
き
く
変
動
し
、
医

療
機
関
等
の
経
営
状
況
に
支
障

が
生
じ
た
場
合
は
、
①
〜
③
に

つ
い
て
27
年
度
予
算
編
成
で
必

要
な
調
整
を
行
う
と
し
て
い

る
。 

　
本
体
3
％
台
の
引
き
上
げ
は

　
特
に
⑤
は
問
題
だ
。
財
政
審

『
秋
の
建
議
』
を
踏
ま
え
れ
ば

「
後
発
医
薬
品
へ
の
置
換
え
の

進
展
を
踏
ま
え
た
処
方
に
係
る

評
価
の
適
正
化
」
で
は
一
般
名

処
方
加
算
や
後
発
医
薬
品
使
用

体
制
加
算
の
廃
止
・
引
き
下
げ

が
、「
実
態
を
踏
ま
え
た
在
宅

医
療
・
訪
問
看
護
の
評
価
の
適

正
化
」
で
は
在
医
総
管
・
施
医

総
管
の
要
介
護
度
に
応
じ
た
評

価
の
導
入
が
、「
長
期
処
方
・

リ
フ
ィ
ル
処
方
の
取
組
強
化
等

に
よ
る
効
率
化
」
で
は
生
活
習

慣
病
管
理
料
の
複
数
月
に
一
度

の
算
定
制
限
導
入
、
処
方
箋
料

の
引
き
下
げ
、
リ
フ
ィ
ル
処
方

箋
発
行
の
強
要
等
が
懸
念
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
診
療
所
外
来
医

療
の
「
狙
い
撃
ち
」
を
危
惧
す

る
。

　
24
年
度
改
定
で
は
マ
イ
ナ
ス

0
・
25
％
の
「
適
正
化
・
効
率

理
事
長

�

内
田 

亮
彦
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2026年度診療報酬改定

1
9
9
6
年
度
の
3
・
4
％
以

来
、
30
年
ぶ
り
と
な
る
。
ま
ず

は
本
体
プ
ラ
ス
改
定
と
し
た
政

府
の
英
断
を
評
価
し
た
い
。

　
し
か
し
『
大
臣
折
衝
事
項
』

に
は
、
地
域
医
療
の
最
前
線
に

立
つ
我
々
保
険
医
の
希
望
を
叶

え
る
改
定
と
な
る
の
か
、
強
い

不
安
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
記

述
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　
①
は
「
賃
上
げ
対
応
拡
充
時

の
特
例
的
な
対
応
と
し
て
措

置
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
対
象
が
ベ
ア
評
価
料
等

の
届
出
医
療
機
関
に
限
定
さ
れ

な
い
か
懸
念
す
る
。
②
は
病
院

プ
ラ
ス
0
・
49
％
、
医
科
診
療

所
プ
ラ
ス
0
・
10
％
と
さ
れ
て

お
り
、
診
療
所
は
冷
遇
さ
れ
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
病
院

も
「
担
う
医
療
機
能
に
応
じ
た

配
分
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

急
性
期
医
療
機
関
に
重
点
配
分

さ
れ
、
中
小
病
院
や
回
復
期
、

地
域
包
括
ケ
ア
、
慢
性
期
の
病

院
へ
の
配
分
が
甚
だ
不
安
で
あ

る
。
③
は
患
者
負
担
増
に
よ
り

賄
わ
れ
る
。
④
は
病
院
プ
ラ
ス

0
・
40
％
、
医
科
診
療
所
プ
ラ

ス
0
・
02
％
と
さ
れ
、
加
え
て

「
施
設
類
型
ご
と
の
メ
リ
ハ
リ

を
維
持
す
る
」
と
さ
れ
て
お

り
、
②
同
様
不
安
だ
。

化
」
に
よ
り
、
多
く
の
診
療
所

が
10
％
か
ら
15
％
の
減
収
と

な
っ
た
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

に
よ
れ
ば
24
年
に
31
件
の
診
療

所
経
営
事
業
者
が
倒
産
、
25
年

は
10
月
ま
で
に
22
件
、
通
年
で

は
26
件
前
後
が
倒
産
の
見
通
し

と
さ
れ
て
い
る
。
25
年
11
月
8

日
付
『
東
洋
経
済
』
は
「
廃
業

や
解
散
・
休
業
と
い
う
形
で
事

業
を
停
止
し
た
診
療
所
経
営
事

業
者
は
、
近
い
将
来
に
年
間
で

1
0
0
0
件
に
達
す
る
可
能

性
」
を
示
唆
し
た
。

　
今
回
の
改
定
で
も
再
度
診
療

所
を
「
狙
い
撃
ち
」
し
た
点
数

改
悪
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
多

く
の
診
療
所
が
倒
産
、
廃
業
等

に
追
い
込
ま
れ
る
と
強
く
懸
念

す
る
。
そ
の
結
果
、
無
医
地
区

が
さ
ら
に
増
加
す
る
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
。
日
本
の
「
地

域
医
療
」
の
崩
壊
が
目
前
に

迫
っ
て
い
る
。『
大
臣
折
衝
事

項
』
が
掲
げ
る
「
類
型
施
設
ご

と
」
の
「
メ
リ
ハ
リ
」
で
は
な

く
、
全
て
の
保
険
医
療
機
関
の

医
業
経
営
に
資
す
る
よ
う
な
改

定
と
す
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に

は
、
医
療
の
現
物
給
付
た
る
診

療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
と
算

定
要
件
の
改
善
が
必
要
だ
。
そ

の
確
信
を
胸
に
、
協
会
は
中
医

協
が
答
申
す
る
ま
で
、
粘
り
強

く
改
善
要
請
を
続
け
る
。

 

2
0
2
5
年
12
月
26
日

談
話
・
改
定
率
合
意
に
対
し
て

医
薬
品・医
療
材
料
等
の

オ
ン
ラ
イ
ン
共
同
購
入

オ
ン
ラ
イ
ン
共
同
購
入

〈
M
＆
D
保
険
医
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉

　
医
薬
品
・
医
療
材
料
・
機
器
を
〝
特
別
価
格
〟
で
注
文

で
き
ま
す
。
24
時
間
い
つ
で
も
注
文
可
。
１
回
税
込
７
０

０
０
円
以
上
で
送
料
無
料
。

協会会員限定
【
一
部
抜
粋
】

　
ア
シ
ク
ロ
ビ
ル
（
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
）、
ア
シ
タ
ザ
ノ
ラ

ス
ト
水
和
物
（
抗
ア
レ
ル

ギ
ー
薬
）、
ア
ス
コ
ル
ビ
ン

酸
（
ビ
タ
ミ
ン
剤
）、
ア
ン

モ
ニ
ア
水
（
鎮
痛
鎮
痒
収
斂

消
炎
剤
）、
イ
ソ
コ
ナ
ゾ
ー

ル
硝
酸
塩
（
抗
真
菌
薬
）
な

ど

【
出
所
】
第
2
0
9
回
社
会

保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

第
9
回
高
額
療
養
費
制
度
の

在
り
方
に
関
す
る
専
門
委
員

会（
2
0
2
5
年
12
月
25
日
）

特
別
料
金
の
対
象
と
な
る
医
薬
品
の
成
分
一
覧（
案
）

詳細は厚労省
ホームページで
確認できます
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協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

主な内容

◦医師賠償責任保険
◦�休業補償制度�
（所得補償、傷害疾病保険）
◦�針刺し事故等補償プラン
◦�自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

地
区
と
の
懇
談（
綾
部
・
福
知
山
）� （
２
面
）

リ
ハ
ビ
リ
関
連
で
要
請�

（
２
面
）

「
開
業
は
強
い
決
意
と
覚
悟
で
」

 

新
規
開
業
講
習
会�

（
２
面
）



　
綾
部
・
福
知
山
医
師
会
と
の

懇
談
会
を
25
年
12
月
6
日
に
福

知
山
医
師
会
館
で
開
催
。
地
区

か
ら
12
人
（
綾
部
4
、
福
知
山

8
）、
協
会
か
ら
4
人
が
出
席

し
た
。
福
知
山
医
師
会
の
古
村

俊
人
理
事
の
司
会
で
開
会
。
同

コ
ロ
ナ
が
終
息
せ
ぬ
ま
ま
病
床

削
減
を
進
め
て
い
る
。
今
後
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
時
の
病
床

の
役
割
を
国
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
」
と
の
意
見
に
は
、

「
厚
生
労
働
省
の
総
括
で
は
、

地
域
医
療
構
想
で
病
床
削
減
・

再
編
が
進
ま
な
か
っ
た
た
め
コ

ロ
ナ
禍
で
混
乱
し
た
と
ま
と
め

て
い
る
。
京
都
府
が
地
域
医
療

計
画
で
二
次
医
療
圏
の
サ
ー
ジ

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
と
し
て
感
染
症

病
床
を
決
め
、
地
域
医
療
構
想

で
決
め
る
と
し
て
い
た
が
医
療

法
改
正
で
逆
転
し
た
。
ま
ず
地

域
医
療
構
想
で
削
減
病
床
数
を

決
め
た
後
に
地
域
医
療
計
画
を

決
め
る
。
こ
れ
も
大
き
な
問
題

点
の
一
つ
」
と
指
摘
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
電
子
カ
ル
テ
の

全
医
療
機
関
導
入
（
30
年
）、

大
企
業
の
内
部
留
保
の
増
大
、

財
務
省
の
機
動
的
調
査
（
経
常

利
益
率
の
算
出
）
な
ど
を
危
惧

す
る
発
言
が
あ
っ
た
。
診
療
報

酬
改
定
を
前
に
、
医
療
現
場
の

実
情
を
無
視
し
国
の
施
策
実
現

の
た
め
の
デ
ー
タ
公
表
の
在
り

方
は
大
い
に
問
題
と
の
意
見
が

相
次
い
だ
。

　
最
後
に
綾
部
医
師
会
の
大
槻

匠
会
長
か
ら
「
注
視
す
べ
き
難

問
が
山
積
し
て
お
り
、
今
後
も

情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
閉
会
し

た
。

地区医師会との懇談会
２月の開催予定

相楽
２月14日（土）16時30分～18時
ホテル日航奈良（奈良市三条本町8-1）

下京東部
２月18日（水）14時30分～16時

ウェブ
山科

２月26日（木）14時～16時
ウェブ

与謝・北丹
２月28日（土）

15時30分～17時30分
料亭ふみや（宮津市島崎2039）

医
療
法
改
正
は
医
療
提
供
体
制
に
影
響
大

綾
部
・
福
知
山
医
師
会
と
懇
談
12
月
６
日

福
知
山
医
師
会
館

則
っ
た
医
療
提
供
体
制
の
充
実

を
訴
え
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

　
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制

度
に
つ
い
て
「
眼
科
や
耳
鼻
咽

喉
科
な
ど
診
察
範
囲
が
限
ら
れ

る
科
の
医
師
は
〝
か
か
り
つ
け

医
〞
機
能
の
1
号
機
能
を
担
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
時
間
外
対

応
等
を
し
て
い
な
い
場
合
は
2

号
機
能
も
満
た
せ
な
い
が
届
出

は
必
要
か
」
と
の
質
問
に
は
、

「
で
き
な
い
」
こ
と
も
含
め
て

報
告
は
必
要
で
、
同
制
度
は
政

権
に
加
え
て
野
党
も
ま
と
も
な

指
摘
を
せ
ぬ
ま
ま
通
過
し
た
こ

と
は
問
題
と
応
え
た
。

　
病
床
確
保
や
保
健
所
機
能
強

化
等
に
つ
い
て
「
感
染
症
の
蔓

延
期
に
は
医
療
崩
壊
を
招
か
な

い
た
め
の
施
策
と
の
理
解
が
国

に
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、

リハビリ人材確保と処遇改善を
26年度改定で要望書を提出
三士会と厚労省要請も

25
年
12
月
11
日
、
協
会
は

（
一
社
）
京
都
府
理
学
療
法
士

会
、（
一
社
）
京
都
府
作
業
療

法
士
会
、（
一
社
）
京
都
府
言

語
聴
覚
士
会
と
と
も
に
取
り
ま

と
め
た
「
2
0
2
6
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
要
望

書
」
を
厚
労
大
臣
等
に
提
出

し
、
併
せ
て
厚
労
省
へ
の
要
請

を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
行
っ
た
。

厚
労
省
か
ら
は
保
険
局
医
療
課

音
喜
多
智
課
長
補
佐
、
他
1
人

が
出
席
。
理
学
療
法
士
会
か
ら

田
村
篤
理
事
・
社
会
局
長
、
作

業
療
法
士
会
か
ら
渡
邉
聡
会

長
、
伊
藤
和
範
副
会
長
、
奥
村

真
也
理
事
、
協
会
か
ら
福
山
副

理
事
長
、
植
田
理
事
が
出
席
し

た
。
本
要
請
は
日
本
共
産
党
の

白
川
容
子
参
議
院
議
員
の
仲
介

に
よ
り
実
現
し
た
。
当
日
は
議

員
本
人
も
臨
席
し
た
。

　
冒
頭
、
要
望
書
に
対
す
る
厚

労
省
か
ら
の
回
答
が
あ
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
項
目
に
お
い
て

「
引
き
続
き
中
医
協
に
お
い
て

議
論
し
て
い
き
た
い
」
と
の
主

旨
の
回
答
に
と
ど
ま
り
、
累
次

の
改
定
時
の
経
過
や
今
期
の
中

医
協
で
提
示
さ
れ
て
い
る
論
点

以
上
の
個
別
具
体
的
な
内
容
で

の
回
答
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
の
や
り
取
り
で
は

各
参
加
者
よ
り
さ
ら
に
踏
み
込

ん
で
現
場
の
実
態
に
基
づ
い
た

要
望
が
積
極
的
に
出
さ
れ
、
厚

労
省
担
当
者
か
ら
は
実
情
に
つ

い
て
理
解
し
示
し
た
上
で
、
今

後
検
討
す
る
旨
の
回
答
を
得
た

場
面
も
見
ら
れ
た
。

　
最
後
に
福
山
副
理
事
長
か

ら
、
い
ず
れ
の
項
目
も
現
場
か

ら
の
切
実
な
願
い
で
あ
り
、
リ

ハ
ビ
リ
医
療
を
守
る
た
め
の
各

項
目
の
実
現
を
重
ね
て
要
望
し

た
。

◎ リハビリテーション人材確保と
処遇改善のために、リハビリテ
ーション関連点数のみならず診
療報酬全体を大幅に引き上げて
下さい。
◎ 必要な患者に必要なリハビリテ
ーションを実施できるよう、疾
患別リハビリテーション体系は
廃止を含めた見直しを行い、制
度の狭間に落ち込む患者の出な
いようにして下さい。また、各
疾患別リハビリテーション料間
の点数差をなくして下さい。
◎ 回復期リハビリテーション病棟
での、運動器リハビリテーショ
ン6単位制限は廃止して下さい。
また、この6単位制限を廃用症候
群リハビリテーションに広げな
いで下さい。
◎ 回復期リハビリテーション病棟
入院料での包括範囲から、高額
薬剤と退院前訪問指導料を除外
して下さい。
◎ 入院料およびリハビリテーショ
ン料の専従従事者について、専
従要件を緩和して下さい。

医
師
会
の
井
土
昇
会
長
か
ら

「
保
険
医
協
会
か
ら
の
情
報
は

医
療
の
糧
に
し
て
い
る
。
今
年

は
内
田
亮
彦
先
生
が
新
た
に
理

事
長
に
、
医
師
会
か
ら
は
木
村

吉
成
先
生
が
理
事
に
就
任
し

た
。
長
年
理
事
を
務
め
た
吉
河

正
人
先
生
に
続
い
て
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

　

協
会
は
情
報
提
供

で
、
今
後
も
政
府
に
よ

る
医
療
制
度
「
改
革
」

は
続
く
が
、
協
会
は
会

員
の
医
療
現
場
の
声
を

基
に
、
基
本
的
人
権
、

社
会
保
障
基
本
法
に

出
席
者
16
人
で
開
催
さ

れ
た
綾
部
・
福
知
山
医

師
会
と
の
懇
談

開
業
は
強
い
決
意
と
覚
悟
で

成
功
の
秘
訣
を
勤
務
医
に

　
廣
井
増
生
税
理
士
事
務
所
所

長
の
廣
井
増
生
氏
よ
り
「
開
業

を
成
功
に
導
く
た
め
の
秘
訣
〜

押
さ
え
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト

〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
そ
の

後
、
医
療
法
人
植
園
会
す
ぎ
た

に
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
杉

谷
義
彦
氏
（
綴
喜
）
よ
り
「
消

化
器
内
科
開
業
4
年
目
の
実
情

〜
勤
務
医
か
ら
開
業
医
へ
〜
」

と
題
し
て
、
開
業
時
の
経
験
な

ど
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
廣
井
氏
は
、
開
業
費
用
に
関

し
て
「
診
療
科
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
く
る
が
、
以
前
は
4
千

万
か
ら
8
千
万
円
で
開
業
で
き

て
い
た
。
現
在
は
8
千
万
か
ら

1
億
円
ぐ
ら
い
必
要
」
と
言
及

し
、
物
価
高
騰
の
影
響
で
開
業

費
用
が
年
々
上
昇
し
て
い
る
た

め
、
い
か
に
資
金
を
確
保
す
る

か
が
重
要
と
し
た
。

　
資
金
の
調
達
方
法
は
「
①
自

己
資
金
②
親
族
か
ら
の
借
入
③

銀
行
か
ら
の
借
入
―
が
あ
る
。

③
で
は
金
利
優
先
の
傾
向
が
強

い
。
金
利
も
大
事
だ
が
、
必
要

な
融
資
額
を
長
期
間
借
入
で
き

る
こ
と
を
優
先
す
べ
き
」
と
述

要望書（一部抜粋）

　
新
規
開
業
を
考
え
て
い
る
勤
務
医
を
対
象
に
「
新
規
開
業

を
考
え
る
方
の
講
習
会
」
を
25
年
11
月
9
日
に
協
会
会
議
室

で
開
催
し
、
3
人
が
参
加
し
た
。

談
に
乗
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る

こ
と
で
、
精
神
的
に
も
支
え
ら

れ
て
い
る
。
心
か
ら
開
業
し
て

良
か
っ
た
と
思
う
」
と
述
べ

た
。
立
地
選
定
は
「
予
測
来
院

患
者
の
生
活
圏
を
自
分
で
現
地

調
査
し
て
ほ
し
い
。
思
い
通
り

の
立
地
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
い
。
開
業
希
望
地
の
範
囲
を

広
げ
な
が
ら
、
慎
重
な
判
断
と

後
悔
し
な
い
覚
悟
を
持
っ
た
段

階
で
踏
み
出
す
勇
気
も
必
要
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
最
後
に
、
曽
我
部
理
事
よ
り

地
区
医
師
会
へ
の
入
会
手
続

き
、
会
員
医
師
の
経
営
と
生
活

を
守
る
保
険
医
協
会
の
各
種
共

済
制
度
や
保
険
診
療
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
を
説
明
し
た
。
参
加
者

か
ら
「
非
常
に
役
に
立
つ
内
容

で
感
謝
し
て
い
る
」「
先
輩
開

業
医
の
貴
重
な
話
を
今
後
の
参

考
に
し
た
い
」
と
の
感
想
を
い

た
だ
い
た
。

　
次
回
の
講
習
会
は
、
5
月
に

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
ぜ
ひ

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

べ
た
。
開
業
後
の
医
院
経
営
に

必
要
不
可
欠
な
も
の
と
し
て

「
ま
ず
は
先
生
自
身
が
健
康
で

あ
る
こ
と
。
先
生
の
人
柄
を
配

偶
者
や
ス
タ
ッ
フ
に
補
っ
て
も

ら
う
謙
虚
さ
。
最
近
は
良
い
こ

と
も
悪
い
こ
と
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
す
ぐ
に
広
ま
る
。
丁
寧
な
診

療
、
患
者
・
ス
タ
ッ
フ
を
大
切

に
す
る
こ
と
が
開
業
の
成
功
に

つ
な
が
る
」
と
し
た
。
そ
の
他

に
も
開
業
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
広
告
、
ス
タ
ッ
フ
の
募

集
・
採
用
な
ど
実
例
を
交
え
な

が
ら
詳
説
し
た
。

　
先
輩
開
業
医
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
と
し
て
杉
谷
氏
は
「
絶
対

に
開
業
す
る
と
い
う
強
い
決
意

と
開
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
仲

間
が
必
要
。
開
業
は
苦
労
が
多

い
が
、
家
族
や
学
生
時
代
の
仲

間
、
コ
ン
サ
ル
な
ど
親
身
に
相

る
。
①
は
中
学
生
ま
で
の
確
実

な
実
現
と
、
実
態
に
鑑
み
て
さ

ら
な
る
拡
充
を
求
め
た
。

　
②
は
厚
生
労
働
省
が
26
年
度

か
ら
保
険
者
努
力
支
援
制
度

（
都
道
府
県
分
）
に
子
ど
も
一

人
当
た
り
外
来
医
療
費
の
低
さ

な
ど
で
全
都
道
府
県
の
上
位
に

加
点
す
る
指
標
を
新
設
し
た
こ

と
に
対
し
、
交
付
金
で
子
ど
も

の
医
療
費
抑
制
を
競
わ
せ
る
や

り
方
は
撤
回
す
べ
き
と
し
、
国

へ
の
抗
議
を
求
め
た
。

　
③
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
が
保
険

適
用
を
外
さ
れ
れ
ば
子
育
て
支

援
医
療
助
成
制
度
か
ら
も
除
外

さ
れ
る
た
め
、
国
へ
の
反
対
の

意
思
表
明
を
求
め
た
。

府
・
京
都
市
に
子
ど
も
医
療
で
要
請

府
内
全
体
の
底
上
げ
を

　
協
会
が
参
加
す
る
「
子
ど
も

医
療
京
都
ネ
ッ
ト
」
は
25
年
11

月
28
日
、
京
都
府
に
「
子
ど
も

医
療
費　
府
内
全
体
の
さ
ら
な

る
底
上
げ
を
」
要
請
を
提
出

し
、
医
療
保
険
政
策
課
の
担
当

者
と
懇
談
し
た
。
京
都
市
に
も

同
日
、
要
請
書
を
送
付
し
た
。

　
要
請
は
①
中
学
生
の
通
院
負

担
2
0
0
円
へ
の
引
き
下
げ
実

現
と
さ
ら
な
る
拡
充
②
保
険
者

努
力
支
援
制
度
に
抗
議
を
③
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
保
険
外
し
に
反
対

の
意
思
表
明
を
―
と
い
う
も
の
。 　

府
は
24
年
11
月
か
ら
「
福
祉

医
療
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る

意
見
聴
取
会
議
」
を
開
い
て
子

育
て
支
援
医
療
助
成
な
ど
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
る
。
同
制

度
は
23
年
9
月
に
小
学
生
ま
で

通
院
2
0
0
円
へ
引
き
下
げ
、

中
学
生
は
1
5
0
0
円
負
担
の

ま
ま
。
京
都
市
以
外
は
独
自
制

度
に
よ
り
中
学
生
ま
で
は
無
料

あ
る
い
は
2
0
0
円
を
す
で
に

達
成
、
18
歳
ま
で
対
象
（
入
院

の
み
含
む
）
も
26
市
町
村
の
う

ち
23
（
88
％
）
が
実
施
し
て
い

講
師
の
杉
谷
氏

物価高騰などへの
支援事業

　協会は「すべての医療機関に
財政措置を求める」要請書を25
年12月25日に京都府へ提出。府
は医療機関等向け物価高騰対策・
処遇改善等推進事業の実施準備
を進めており、「２月中には申請
開始を案内したい」としている
（府のホームページに補助金額等
が明示）。詳細が確定次第、本紙
などで案内予定。

事前
告知

京都府
ホームページは
こちらから

▶

新規開業
講習会
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治
癒
転
帰
後
ま
も
な
い
受
診
時
の
算
定

A

534534

Ｑ
、
前
月
開
始
の
傷
病
名
を

治
癒
と
し
て
転
帰
し
た
後
、
日

数
が
あ
ま
り
経
過
し
て
い
な

か
っ
た
も
の
の
、
前
回
と
は
関

連
の
な
い
疾
病
で
受
診
が
あ
っ

た
た
め
初
診
料
を
算
定
し
減
点

さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
前
月
は

1
月
分
の
投
薬
が
あ
っ
た
。

Ａ
、
当
月
受
診
日
は
前
月
の

2
0
2
5
年
11
月
10
日
か
ら

22
日
ま
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
ベ
レ
ン

で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
（
気
候
変
動
枠
組

み
条
約
第
30
回
締
約
国
会
議
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
9
月
の

国
連
総
会
で
、
米
国
の
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
「
気
候
変
動
は
史

上
最
大
の
詐
欺
」と
演
説
し
、パ

リ
協
定
か
ら
脱
退
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30

へ
の
出
席
も
拒
否
し
ま
し
た
。

日
本
か
ら
は
石
原
環
境
大
臣
を

は
じ
め
、
多
く
の
環
境
団
体
等

が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
会

議
で
は
、
産
業
革
命
前
と
比
べ

1
・
5
℃
ま
で
地
球
の
平
均
気

温
を
抑
え
る
と
し
た
「
パ
リ
協

定
」（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）の
下
、Ｃ
Ｏ
2

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ

Ｇ
）
の
排
出
を
50
年
度
に
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
30

年
ま
で
に
半
減
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
世
界
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

ま
し
た
。

　
「
化
石
賞
」
と
は
気
候
変
動

対
策
で
最
も
後
ろ
向
き
の
行
動

や
発
言
し
た
国
に
贈
ら
れ
る
不

名
誉
な
賞
で
す
。
始
ま
り
は
99

年
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

5
で
、
こ
の
時
日
本
は
こ
の
賞

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
後
で
も
、
今
回
ま
で
6
年
連

続
で
受
賞
し
て
い
ま
す
。
化
石

量
の
60
％
を
占
め
る
化
石
燃
料

対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、「
化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却
」

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

こ
と
を
Ｅ
Ｕ
、
英
国
、
ラ
テ
ン

し
、
最
終
決
定
文
書
に
は
盛
り

込
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
も
、「
化
石
燃
料
か
ら
の
脱

却
」
と
30
年
ま
で
に
森
林
減
少

を
止
め
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
議

長
国
ブ
ラ
ジ
ル
が
、
各
国
や
専

門
家
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
諸
団

体
と
連
携
し
、
来
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

31
に
報
告
す
る
こ
と
を
表
明
し

ア
メ
リ
カ
諸
国

は
強
く
主
張
し

ま
し
た
が
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

な
ど
の
産
油

国
、
ロ
シ
ア
な

ど
が
強
く
反
対

り
組
み
を
改
善
し
て
ほ
し
い
と

い
う
、
激
励
の
賞
の
意
味
合
い

も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

30
で
、
①
日
本
は
先
住
民
の
権

利
を
侵
害
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
巨
大
ガ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

資
金
を
提
供
し
、
先
住
民
の
生

活
を
圧
迫
し
て
い
る
）
②
交
渉

に
お
け
る
正
義
を
阻
み
（
正

義
、
公
平
性
、
地
域
住
民
の
声

を
反
映
す
る
制
度
的
枠
組
み
を

採
り
入
れ
る
こ
と
に
反
対
し
て

い
る
）
③
化
石
燃
料
の
延
命
策

を
「
解
決
策
」
対
応
と
し
て
売

り
込
ん
で
い
る
（
Ｃ
Ｏ
2
を
回

収
・
貯
蓄﹇
Ｃ
Ｃ
Ｓ
﹈、
水
素
、

ア
ン
モ
ニ
ア
混
成
を
「
解
決

策
」
と
称
し
て
推
進
し
て
い

る
。
問
題
を
隠
し
て
化
石
燃
料

を
延
命
す
る
技
術
的
対
応
策
で

あ
っ
て
終
焉
を
も
た
ら
す
も
の

で
な
い
）
と
い
う
三
つ
の
理
由

で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
日
本
は
「
化
石
燃
料
か
ら
の

脱
却
」
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
声

明
を
支
持
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
の
23
年
度
現
在
の
電
源
構

成
は
原
発
9
％
、
再
エ
ネ
23

％
、
火
力
69
％
で
す
。
25
年
2

月
に
作
成
し
た

「
第
7
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計

画
」で
は
、40
年

度
の
電
源
構
成

は
原
発
2
割
、

再
エ
ネ
4
〜
5

割
、
火
力
3
〜
4
割
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
11
年
の
東
日
本

大
震
災
に
伴
い
、
重
大
な
福
島

第
一
原
発
事
故
を
経
験
し
、
廃

炉
に
か
か
る
費
用
・
年
数
も
不

明
な
ま
ま
い
ま
だ
原
発
に
依
存

し
、
Ｇ
7
で
唯
一
石
炭
火
力
発

電
か
ら
の
脱
却
を
表
明
し
な
い

国
で
す
。
こ
れ
で
は
「
化
石

賞
」
を
受
賞
し
て
も
仕
方
な
い

で
し
ょ
う
。
本
気
で
「
パ
リ
協

定
」
に
取
り
組
む
の
で
あ
れ

ば
、
50
年
度
に
は
化
石
燃
料
、

原
発
に
依
存
せ
ず
、
水
力
、
風

力
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
1
0
0
％
に

転
換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
省
エ
ネ
、
移
動

手
段
の
転
換
、
食
品
ロ
ス
や
廃

棄
物
の
削
減
な
ど
の
日
常
生
活

で
の
積
み
重
ね
に
努
力
し
ま
す

が
、
政
府
・
自
治
体
に
は
「
パ

リ
協
定
」
の
完
全
実
施
、
脱
原

発
、
再
エ
ネ
1
0
0
％
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

（
環
境
対
策
委
員

山
本
昭
郎
）

日
本
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
で
ま
た

「
化
石
賞
」を
も
ら
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

環
境
問
題

環
境
問
題

173

賞
を
主
催
す
る
の
はClim

ate
A
ction

N
etw
ork

（
Ｃ
Ａ
Ｎ
）

で
、
1
3
0
カ
国
の
1
8
0
0

以
上
の
団
体
か
ら
な
る
世
界
最

大
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
授

賞
式
は
骸
骨
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

を
身
に
ま
と
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
が
進
行
し
ま
す
。
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
Ｇ
Ｈ
Ｇ
な
ど
の
取

参
参
考
文
献

　
高
村
ゆ
か
り「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
多
国

間
協
調
へ
の
決
意
」『
世
界
』
2

0
2
6
年
1
月
号

　
Ｃ
Ａ
Ｎ-

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
：
日
本
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
に

て
「
本
日
の
化
石
賞
」
を
受
賞

（
2
0
2
5
年
11
月
13
日
）

金
融
共
済
委
員
会

（
12
／
24
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
4
件
、
加
入
審
査

4
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。

26
年
2
月

理
事
会
の
開
催
予
定

第
13
回
理
事
会

2
月
24
日
（
火
）
14
時
〜

　
協
会
は
医
療
安
全
講
習
会
「
万
が
一
の
時
に
そ
な
え

て
！
医
療
訴
訟
の
基
礎
知
識
」
を
25
年
11
月
15
日
に
ウ
ェ

ブ
併
用
で
開
催
。
講
師
は
元
大
阪
高
等
裁
判
所
部
総
括
判

事
・
関
西
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授
・
弁
護
士
の
大
島

眞
一
氏
。
全
国
の
保
険
医
協
会
・
医
会
会
員
医
療
機
関
も

含
め
83
人
が
参
加
し
た
。

　
大
島
氏
は
最
高
裁
判
所
が
公

表
し
て
い
る
「
医
事
関
係
訴
訟

に
関
す
る
統
計
」
を
用
い
て
医

療
関
係
訴
訟
の
現
状
を
説
明

後
、
①
過
失
の
判
断
基
準
②
説

明
義
務
③
エ
ホ
バ
の
証
人
④
転

送
義
務
の
お
さ
え
て
お
き
た
い

開
業
医
の
役
割
⑤
療
養
方
法
の

宗教上輸血拒否する患者には
元高裁判事が医療訴訟の基礎知識を解説

指
導
に
関
す
る
義
務
―
に
つ
い

て
判
例
な
ど
を
用
い
て
基
本
的

な
考
え
方
な
ど
を
解
説
し
た
。

　
特
に
「
エ
ホ
バ
の
証
人
」
に

つ
い
て
は
講
演
終
了
後
の
質
疑

応
答
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
大
島
氏
は
い
か
な
る

場
合
に
も
輸
血
を
拒
否
す
る

「
絶
対
的
無
輸
血
」
の
意
思
に

つ
い
て
は
、
保
護
す
べ
き
自
己

決
定
権
と
言
え
る
か
は
争
い
が

あ
る
と
言
及
。
緊
急
で
直
ち
に

輸
血
を
し
な
け
れ
ば
死
亡
を
免

れ
な
い
よ
う
な
状
況
で
患
者
が

輸
血
を
拒
否
し
た
場
合
に
つ
い

て
は
、
緊
急
時
に
は
患
者
は
熟

考
す
る
余
裕
が
な
い
と
思
わ
れ

る
た
め
、
患
者
の
意
思
は
真
意

で
は
な
い
と
捉
え
る
こ
と
も
で

き
る
と
述
べ
た
。
ま
た
法
的
に

も
患
者
の
同
意
が
な
く
て
も
事

務
管
理
（
民
法
第
6
9
7
条
）

と
し
て
是
認
さ
れ
る
と
も
考
え

ら
れ
る
た
め
、
輸
血
を
し
て
も

違
法
に
は
当
た
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
の
見
解
を
示
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
「
手
術
に

際
し
て
輸
血
に
関
す
る
同
意
書

の
提
出
を
求
め
て
い
る
が
、
エ

ホ
バ
の
証
人
の
患
者
か
ら
は
も

ら
う
こ
と
は
難
し
い
。
病
院
と

し
て
は
同
意
書
な
し
に
手
術
を

す
る
こ
と
は
避
け
た
い
が
、
同

意
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
手
術

は
で
き
な
い
と
伝
え
る
こ
と
は

法
的
に
問
題
な
い
か
」
と
質
問

が
出
さ
れ
た
。
大
島
氏
は
「
輸

血
を
す
る
こ
と
が
全
く
予
見
で

き
な
い
よ
う
な
手
術
で
あ
れ
ば

同
意
書
を
取
る
必
要
は
な
く
、

仮
に
輸
血
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
で
も
想
定
外
の
た
め
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

る
。
た
だ
、
輸
血
す
る
可
能
性

が
少
し
で
も
あ
れ
ば
、
同
意
書

は
提
出
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
、
同
意
書
が
な
け
れ
ば
手
術

が
で
き
な
い
と
伝
え
る
こ
と
に

問
題
は
な
い
と
考
え
る
」
と
回

答
し
た
。

　
※
本
講
習
会
の
模
様
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
院
内
の
医
療
安
全
研
修

な
ど
に
活
用
下
さ
い
。
視
聴
に

は
会
員
ロ
グ
イ
ン
が
必
要
で

す
。
ロ
グ
イ
ン
方
法
は
本
紙
1

面
の
下
部
欄
外
を
ご
確
認
下
さ

い
。

講師の大島氏

1,000円（税込・送料別）

本講習会の
テキスト

『
医
療
訴
訟
の
基
礎
知
識
』を
好
評
発
売
中

医療安全講習会

基調講演

「マイノリティ排除が進む社会は何をもたらすか」
社会保障削減の動きから考える 井口 克郎氏（神戸大学准教授）
シンポジウム

「弱くてもろい、マイノリティ排除の社会を考える」
◆ シンポジスト  姜　 美名氏（京都生活協同組合）

松田 はるみ氏（あみの福祉会）
河合 雅美氏（認知症の人と家族の会京都府支部）

◆ コメント 井口 克郎氏
◆コーディネーター 三木 裕和氏（きょうされん京都支部）

日　時　２月14日（土）13時～16時20分
場　所　 京都大学宇治キャンパス 宇治おうばくプラザきはだホール

（宇治市五ケ庄、黄檗（奈良線）駅ﾠ出口徒歩６分）

第7回  ひとりぼっちをつくらない社会を
めざす集い ウェブ併用

主　催　 ひとりぼっちをつくらない社会をめざす京都の会
※京都府保険医協会は同会の幹事団体

お問い合わせ・お申込み
きょうされん京都支部 TEL. 075-323-5321

参加費
無料

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら

協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

詳細・
お申込は
こちらから

投
薬
期
間
終
了
後
で
し
ょ
う

か
。終
了
し
て
い
な
い
場
合
は
、

例
え
治
癒
転
帰
し
た
と
し
て
も

病
名
は
継
続
し
て
い
る
と
見
な

さ
れ
、
初
診
料
の
算
定
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
投
薬
期
間
が
終

了
し
て
い
た
と
し
て
も
慢
性
疾

患
の
場
合
は
、
患
者
が
任
意
に

診
療
を
中
止
し
、
1
月
以
上
経

過
し
た
と
し
て
も
、
基
本
的
に

初
診
料
の
算
定
は
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
た

だ
し
、
相
当
期
間
継
続
し
て
日

常
生
活
に
支
障
が
な
い
な
ど
社

会
通
念
上
治
癒
し
た
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
初
診
料
算
定
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医師賠償責任保険
介護福祉事業者等賠償
責任保険（ウォームハート）

ウ
ェ
ブ
上
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

お子様の育英費用、
ケガ・病気、自転車事故の備えに

医師賠償責任保険

学生・こども総合保険
詳しくは本紙に同封のパンフレット
（2026年版）をご覧下さい。

ウォームハート
2026年版パンフレットが完成しました

2 0 2 6 年 (令和 8年) 1 月 2 5 日 第 3 2 1 0 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



　

つ
ぶ
や
き
、
自
慢
、
告
知

な
ど
お
好
き
な
テ
ー
マ
で
。

字
数
は
８
０
０
字
程
度

　

投
稿
文
に
あ
わ
せ
た
写
真

な
ど
も
掲
載
で
き
ま
す

　
医
師
に
な
っ
て
27
年
が
過
ぎ

た
。
経
験
と
と
も
に
あ
る
程
度

は
腕
も
上
が
っ
た
と
思
う
。
し

か
し
若
い
先
生
た
ち
に
接
し
て

み
る
と
、
み
な
自
分
よ
り
優
秀

そ
う
に
見
え
る
。
し
か
も
体
力

や
気
力
は
間
違
い
な
く
上
で
あ

る
。
一
体
、
医
師
と
し
て
の
能

力
の
ピ
ー
ク
は
い
つ
な
の
だ
ろ

う
。
と
っ
く
に
過
ぎ
去
っ
た
の

か
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
な
の
か
。

　「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
医
者
は
少

し
ひ
ね
た
方
が
い
い
」
と
、
患

者
さ
ん
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
医
者
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
同

じ
で
、
で
き
た
て
よ
り
も
時
間

を
お
い
て
熟
成
さ
せ
る
と
質
が

良
く
な
る
、
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
な
か
な
か
上
手
い
言
い
方

だ
と
思
う
。
私
も
大
い
に
勇
気

付
け
ら
れ
た
。

　
ひ
ね
た
方
が
美
味
し
く
な
る

の
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
医
者
だ
け

で
は
な
い
。
代
表
的
な
食
材
に

生
姜
が
あ
る
。
ひ
ね
生
姜
が
新

生
姜
と
比
べ
て
旨
味
、
辛
味
と

も
強
い
の
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の

通
り
で
あ
る
。

　
漢
方
で
も
こ
の
生
姜
を
使

う
。「
シ
ョ
ウ
ガ
」
で
は
な
く

「
シ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ
」
と
読
む
。

　
さ
て
こ
の
生
姜
で
あ
る
が
、

実
に
奥
深
い
。
使
い
方
に
よ
っ

て
薬
効
が
変
わ
る
の
だ
。

　
生
姜
を
乾
燥
さ
せ
て
用
い
る

と
、
健
胃
作
用
が
あ
る
。
吐
き

気
止
め
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。

六り
っ
君く

ん
子し

湯と
う
な
ど
に
配
合
さ
れ
て

い
る
。

　
蒸
し
て
か
ら
乾
燥
さ
せ
た
生

姜
は
「
乾
姜
」
と
呼
ば
れ
、
体

（
特
に
お
腹
）
を
温
め
る
力
が

あ
る
。
大だ

い
建け

ん
中ち

ゅ
う

湯と
う
な
ど
に
含
ま

れ
る
。

　
さ
ら
に
本
場
中
国
で
は
「
乾

姜
」
を
炒
っ
て
加
熱
し
た
も
の

を
「
炮
姜
」
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
乾
燥
さ

せ
な
い
生
の
生
姜
も
使
わ
れ

る
。
加
工
方
法
は
国
や
地
域
、

時
代
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。

　
生
薬
を
加
工
す
る
こ
と
を

「
修
治
」
と
い
う
の
だ
が
、
こ

の
修
治
に
よ
っ
て
目
的
の
薬
効

を
引
き
出
す
の
が
漢
方
の
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
。
薬
理
学
的
に

も
あ
る
程
度
証
明
さ
れ
て
お

り
、
生
姜
の
薬
効
成
分
で
あ
る

ジ
ン
ゲ
ロ
ー
ル
は
加
熱
す
る
こ

と
に
よ
り
シ
ョ
ウ
ガ
オ
ー
ル
に

変
化
し
、
体
を
温
め
る
作
用
が

強
化
さ
れ
る
。

　
日
本
の
食
文
化
も
こ
の
特
徴

を
よ
く
生
か
し
て
い
る
。
薬
味

や
毒
消
し
と
し
て
使
わ
れ
る
生

姜
は
生
で
あ
る
し
、
体
を
温
め

た
い
時
は
、
火
に
か
け
て
生
姜

湯
に
す
る
。
白
湯
を
飲
み
な
が

ら
生
の
生
姜
を
齧か

じ
っ
て
も
体
は

温
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。

生姜七変化

田中 寛之（舞鶴）
十

税制セミナー

今さら聞けない「年収の壁」とは？
　税金や社会保険料の負担発生ラインとなる「年収の壁」。2025年度税制改正により、
この「年収の壁」が引き上げられ、所得税は25年度年末調整から実施されています。協
会ではあらためて、「年収の壁」の学習会を開催し、事業主・労働者が注意すべき点を確
認する機会としたいと考えています。

　書類の記載漏れや不備がないか自分で申告するのが不安、一度税理士にチェックして
ほしい…という先生方のために、申告書を作成し申告まで代行します。経験豊富な税理士
が対応いたしますので、安心してお任せ下さい。

日　時 2月10日（火） 14時～16時
場　所 京都府保険医協会・会議室（ウェブ併用）
内　容   令和７年分の白色確定申告の留意点　　 講　師    鴨井 勝也 税理士

白色確定申告説明会

お申込みは保険医協会事務局まで

参加費無料
（要申込）

日　時 2月4日（水）14時～16時
場　所 京都府保険医協会・会議室（ウェブ併用）
講　師   竹内 紘太朗 税理士（ひろせ税理士法人）

共　催   京都府保険医協会、京都府歯科保険医協会、滋賀県保険医協会

日　時 2月9日（月）～２月20日（金）（日・祝除く）
平日：９時～18時／土曜：９時～17時

お申込み
の流れ

協会へ事前申込➡協会より受付完了メール➡当日、先生ご自身で税理士事務所
へ書類を持参➡税理士事務所受付・対応➡申告代行または確認書類のご返却

担　当 外村会計事務所 外村 弘樹 公認会計士・税理士
（下京区河原町通五条上る御影堂前町843番地 清水ビル５階
TEL 075-341-2258）

費　用   ①作成から申告代行　　　　　：２万円
 ②作成書類の確認から申告代行：１万円
 ③作成書類の確認のみ　　　　：５千円

参加費 1,000円（要申込）
※ 会場参加は当日徴収、ウェブ
参加は後日請求書を送付。

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら

２月４日（水）
申込締切

※ 不動産所得、譲渡所得（株式、土地建物）、住宅ローン控除、医療費控除、ふるさと納税等
がある場合は業務量に応じて別途費用が必要。
※協会未入会の方は、＋１万円となります。　※費用は外村会計事務所にて徴収いたします。

勤務医対象 確定申告書作成会 ～作成から申告まで代行します

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
各
種
調
査

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
医
療

機
関
経
営
が
厳
し
い
状
況
で
あ

る
こ
と
に
触
れ
つ
つ
、
12
月
16

日
に
国
会
で
成
立
し
た
令
和
7

年
度
補
正
予
算
の
う
ち
、「
医

療
・
介
護
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

と
し
て
用
意
さ
れ
た
支
援
策
の

内
容
を
紹
介
。
前
年
度
の
補
正

予
算
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
病

床
数
適
正
化
支
援
事
業
」
に
続

き
、
今
回
は
「
病
床
数
適
正
化

緊
急
支
援
基
金
」
が
創
設
さ

れ
、
11
万
床
の
病
床
削
減
が
目

論
ま
れ
て
い
る
と
し
た
。

　
医
療
機
関
経
営
の
危
機
は
国

が
生
み
出
し
た
も
の
と
指
摘
し

た
上
で
、
国
民
に
向
け
て
は

「
社
会
保
険
料
負
担
の
軽
減
」

や
「
手
取
り
を
増
や
す
」
と

い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
出

す
こ
と
で
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

後
退
さ
せ
て
い
る
と
し
、
社
会

保
障
の
財
源
と
し
て
公
費
を
増

や
す
必
要
が
あ
る
と
批
判
し
た
。

　
改
正
医
療
法
は
「
与
野
党

案
」
が
極
め
て
短
期
間
の
審
議

で
、
国
民
に
知
ら
さ
れ
な
い
形

で
12
月
12
日
に
成
立
し
た
と
批

判
。
医
療
提
供
体
制
に
つ
い

て
、
改
正
医
療
法
で
は
、
病
床

機
能
報
告
と
医
療
機
関
機
能
報

告
に
よ
り
新
た
に
策
定
さ
れ
る

地
域
医
療
構
想
が
、
地
域
医
療

計
画
よ
り
も
上
位
に
位
置
付
け

ら
れ
る
こ
と
で
、「
医
療
提
供
」

よ
り
も
「
医
療
費
抑
制
」
を
優

先
す
る
意
図
に
大
き
く
変
革
さ

れ
た
と
し
た
。

　
外
来
医
療
に
つ
い
て
は
「
外

来
医
師
過
多
区
域
」
の
設
定
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
当
該
区

域
で
の
新
規
開
業
に
一
定
の

ハ
ー
ド
ル
が
設
け
ら
れ
る
と
し

た
。
1
月
か
ら
始
ま
る
「
か
か

り
つ
け
医
機
能
報
告
制
度
」
に

つ
い
て
も
今
後
、
外
来
機
能
分

化
と
「
数
」
の
統
制
に
つ
な
が

り
得
る
と
指
摘
し
た
。

　
医
療
の
需
要
は
供
給
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
（
医
療
機
関
が

な
け
れ
ば
医
療
に
か
か
れ
ず
、

本
当
の
需
要
が
潜
在
し
て
し
ま

う
）
と
し
た
上
で
、
国
が
把
握

し
て
い
な
い
「
本
当
の
医
療
需

要
」
を
住
民
と
と
も
に
掘
り
起

こ
し
、
医
療
機
関
が
そ
の
地
域

で「
や
る
べ
き
医
療・や
り
た
い

医
療
」
が
実
践
で
き
る
よ
う
国

が
保
障
す
べ
き
だ
と
ま
と
め
た
。

　
協
会
は
25
年
12
月
17
日
、
病
院
幹
部
職
員
を
対
象
に
「
医

療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
ウ
ェ
ブ
開
催
。「
医
療
界
を
取
り
巻

く
最
新
情
勢
・
こ
れ
か
ら
の
医
療
政
策
に
備
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
事
務
局
が
解
説
し
た
。
参
加
者
は
56
人
。

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
後
退

社
会
保
障
の
公
費
増
が
必
要

　
　
　
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

♪
♥

会員投稿
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黒
田
雅
昭
氏
（
享
年
54
、
相

楽
）
2
0
2
5
年
11
月
29
日
ご

逝
去千

丸
博
司
氏
（
享
年
79
、
左

京
）
12
月
3
日
ご
逝
去

伊
藤
將
史
氏
（
享
年
76
、
中

京
東
部
）
12
月
27
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

新規陽性者数７日間データ

京都府の新型コロナウイルス感染症の発生動向

厚労省オープンデータ（2020/1/26～2023/5/7）、
札幌医科大学「７日間の新規感染者数推定値」（2023/5/8～）より　京都府保険医協会作成

１医療機関定点当たり感染者数

12月 ８日～
14日

12月 15日～
21日

12月 22日～
28日

1.24人 1.09人 1.12人

厚労省データに基づく

2 0 2 6 年 (令和 8年) 1 月 2 5 日第 3 2 1 0 号 京 都 保 険 医 新 聞 (4)毎月10日･25日発行

2 月のレセプト受取・締切
基
金・国
保
（※）

８日（日）９日（月）10日（火）

閉所 〇 〇◎
○は受付会場設置日、◎は締切日

受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

労
災
締
切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（火）10日（火）10日（火）


